
入札の質疑に対する回答（令和５年５月12日公告分）

契約番号

契約件名

質疑受付日

5月18日

5月18日

5月18日

5月18日

5月18日

5月18日

5月18日

5月18日

７．施工に必要な用水は、上記
「既設5号井戸」を使用して良いの
でしょうか。水道本管から給水管
を取り出し、水道水を使用するの
でしょうか。

5号井戸を使用する場合は、関係機
関に取水のための手続きを行う必
要があります。また、上水道を利
用する場合は、所管する県水道局
に手続きを行う必要があります。

２．西側の空き地を解体材の2次破
砕場所として利用が可能でしょう
か。

西側の空き地がどこを指している
のか判りませんが、第二清掃処理
場と新幹線との間で現在駐車場と
して使用している土地は、場合に
よっては工事ヤードとして使用す
ることを想定しております。た
だ、解体工事終了後に行う土地利
用で、土壌汚染対策法の形質変更
の届出が必要となることから、そ
の届出で提出する地歴調査報告書
に影響が出ないための養生をお願
いすることになります。

３．現計画の工事車両出入口を現
ゲートの西側道路フェンスを撤去
して進入する事は可能でしょう
か。

工事完了時に撤去したフェンスを
復旧することで撤去は可能です。

４．ガレキ総数に橋桁・橋脚の数
量が入っていますか。

がれきの総数は建設時に使用した
材料の数量を計上しております。
従いまして含まれているものと判
断しております。

８．廃棄物及び建設副産物の内、
単価表C-7号以下にAs殻・ｺﾝ塊運搬
距離が記載されていますが、その
他廃棄物搬出で指定地・指定距離
が有りますでしょうか。

特に指定地・指定距離の定めはあ
りません。

13

第二清掃処理場等解体撤去工事

質疑 回答

１．工場進入路解体の、橋脚、橋
桁解体時には桁下に棚足場を設置
した場合道路の通行止めは可能で
しょうか。(レッカー吊り取りの
為)

通行止めは可能と思われますが、
実施にあたっては、交通管理者
（海老名警察署）から道路使用許
可、道路管理者（海老名市）から
道路占用許可の手続きが必要とな
り、それぞれ指導等を受ける必要
があります。

５．仮設事務所、詰所、通勤車両
駐車場等で約300m2必要ですが、敷
地内に確保出来ると考えて良いで
しょうか。

第二清掃処理場敷地内で確保する
ことも可能です。また、質疑②の
回答と同様に考えていただくこと
も可能です。

６．内訳書A-10号改修整備工事
「既設5号井戸改良費」と有ります
が、どのような改良をお考えで
しょうか。

現在コンクリート構造物で囲われ
た状態ですが、不用な構造物を撤
去し、水中ポンプにより揚程が出
来るような改良をイメージしてお
ります。
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5月23日

5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

12．本工事の共通仮設費率及び現
場管理費率の算出について、処分
費の合計額は、共通仮設費率及び
現場管理費率の対象額から除外し
ていると考えて宜しいでしょう
か。

お見込のとおりです。

13．一般管理費率の算出につい
て、処分費の合計額は、一般管理
費率の対象額としていると考えて
宜しいでしょうか。

対象としていません。

14．本工事内訳書「2頁目 スク
ラップ費 1式」について、積算し
た金額の端数調整は、千円未満切
捨てを採用していると考えて宜し
いでしょうか。また、最低制限価
格を算出する際のスクラップ費の
乗率は、100％を考慮していると考
えて宜しいでしょうか。

金額の端数処理は千円未満切り捨
てを採用しておりません。また、
スクラップ費には最低制限価格算
出の率は乗じていません。

９．第二清掃処理場の内訳書A-
15(添付書P.3末尾)　スクラップの
内、解体プラント機器一式
とありますが詳細の数量を提示し
ていただけますでしょうか。

解体するプラント機器のスクラッ
プについては、一式として見積を
徴取した金額を計上しています。
従いまして、数量の詳細はありま
せん。

10．本工事内訳書「2頁目 共通仮
設費、現場管理費及び一般管理
費」について、諸経費率の算出で
採用した積算基準書の出展元をご
教示願います。

環境省の循環型社会形成推進交付
金交付取扱要領・算定基準及び国
土交通省大臣官房官庁営繕部の公
共建築工事共通費積算基準に基づ
いて算出しています。

11．本工事の共通仮設費率及び現
場管理費率の積算について、週休
２日補正は考慮していない、と考
えて宜しいでしょうか。また、一
般管理費率の積算について、前払
金支出割合区分15％を超え25％以
下（乗率1.03）を採用していると
考えて宜しいでしょうか。

10項の記載の基準に基づいたもの
です。

15．本工事費内訳書「A-7号 集積
運搬処理処分費」について下記処
分費単価又は出展元をご教示願い
ます。
・グラスウール・ロックウール処
分費
・ALC処分費
・モルタルを含むがれき類処分費
・石綿含有廃棄物処分費
・石膏ボード処分費
・廃プラスチック処分費
・金属くず処分費
・混合廃棄物処分費
・特別管理産業廃棄物処分費

特別管理産業廃棄物は見積価格、
他は刊行本の単価を採用していま
す。なお、単価の事前公表は行っ
ていません。
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5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

18. 本工事費内訳書「A-11号 工事
施設費」のうち、「パネルゲート
設置 W=6.3ｍ、H=4.5ｍ 1箇所」に
ついて、パネルゲート材料費の出
展元は、建設物価の公表価格（パ
ネルゲート 日本機電製 PG(N)63で
あると考えて宜しいでしょうか。
異なる場合、パネルゲートの単価
の出展元又は積算で採用した単価
をご教示願います。

建築コスト情報の単価です。な
お、単価の事前公表は行っていま
せん。

19. 本工事費内訳書「A-11号 工事
施設費」のうち、「パネルゲート
設置 W=6.3ｍ、H=4.5ｍ 1箇所」に
ついて、パネルゲート材料費の損
料率は、50％（2回使い）を採用し
ていると考えて宜しいでしょう
か。異なる場合、積算で採用した
損料率をご教示願います。

18項の単価のみを計上していま
す。

20. 本工事費内訳書「A-11号 工事
施設費」のうち、「敷鉄板設置撤
去工 162ｍ２」について、積算で
見込んでいる敷鉄板材料の規格
は、22×1524×6096であると考え
て宜しいでしょうか。また、積算
で見込んでいる敷鉄板材料の日数
をご教示願います。

敷鉄板の面積は資材の規格による
面積ではなく必要とする最低面積
としており、t=22の敷材としてい
ます。また日数は12か月です。

17. 本工事費内訳書「A-11号 工事
施設費」のうち、「仮囲い設置・
撤去工 389ｍ」について、「積算
で見込んでいる仮囲い材料の日
数」をご教示願います。

12カ月です。

21. 本工事費内訳書「A-12号 労務
者輸送費 別紙共通仮設費計算書」
のうち、「労務者輸送費 1式」に
ついて、1式計上された労務者輸送
費の内訳、数量、日数についてご
教示願います。

10項の記載の基準に基づいてたも
ので、数量、日数についての内訳
はありません。

16．本工事費内訳書「A-7号 集積
運搬処理処分費」のうち、「特別
管理産業廃棄物処分費 1式」につ
いて、「1式当りの数量は、解体材
料数量集計表（２）に記載された
アスベスト含有建材 29.7ｍ３であ
ると考えて宜しいでしょうか。

特別管理産業廃棄物処分費には、
石綿含有廃棄物は含んでいませ
ん。
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5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

27. 本工事費内訳書「B-5号 周辺
環境に係る調査分析費 工事前、工
事中、工事後」について、大気測
定から一般環境測定までの7項目
は、共通仮設費率、現場管理費
率、一般管理費率の諸経費計算の
対象外で積算していると考えて宜
しいでしょうか。

お見込のとおりです。

24. 本工事費内訳書「A-15 スク
ラップ費」のうち、「鉄骨から銅
までの6項目」について、「積算で
採用した単価は、運搬費及び積込
費、取卸費を控除していると考え
て宜しいでしょうか。

控除していません。

25. 本工事費内訳書「A-15 スク
ラップ費」のうち、「鉄骨から銅
までの6項目」について、スクラッ
プ費単価で控除した運搬費の運搬
距離は20ｋｍであると考えて宜し
いでしょうか。異なる場合、積算
で採用した運搬費の運搬距離をご
教示願います。

24項と同じです。

26. 本工事費内訳書「A-15 スク
ラップ費」のうち、「解体プラン
ト機器 1式」について、見込んで
いるスクラップの内容、数量、規
格」をご教示願います。

解体するプラント機器のスクラッ
プについては、一式として見積を
徴取した金額を計上しています。
従いまして、数量の詳細はありま
せん。

22. 本工事費内訳書「A-14号 共通
仮設費 別紙共通仮設費計算書」の
うち、「共通仮設費 1式」につい
て、1式計上された金額は、共通仮
設費率を考慮した共通仮設費を計
上していると考えて宜しいでしょ
うか。異なる場合、共通仮設費 1
式の内訳をご教示願います。

10項の記載の基準に基づいたもの
です。

23. 本工事費内訳書「A-15 スク
ラップ費」のうち、「鉄骨から銅
までの6項目」について、「スク
ラップ単価の出展元は、建設物価
と積算資料の二誌平均を採用した
ものであると考えて宜しいでしょ
うか。異なる場合、鉄骨から銅ま
での6項目のスクラップ単価の出展
元をご教示願います。

お見込のとおりです。
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5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

33. 本工事費内訳書「C-14号 大気
測定 アスベスト、SPM」につい
て、「アスベスト 1検体」及び
「SPM 1検体」の単価又は出展元を
ご教示願います。

見積価格及び刊行本単価を採用し
ています。なお、単価の事前公表
は行っていません。

30. 本工事費内訳書「B-8号 土壌
汚染調査分析費 対象：事前調査に
て未実施箇所・調査指標値超」の
うち、「ボーリング調査 4箇所」
について、ボーリング調査の費用
は、共通仮設費率、現場管理費
率、一般管理費率の諸経費計算の
対象項目で積算していると考えて
宜しいでしょうか。

対象外として積算しています。

31. 本工事費内訳書「B-8号 土壌
汚染調査分析費 対象：事前調査に
て未実施箇所・調査指標値超」の
うち、「ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類（含有）試験
12検体」について、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類（含
有）試験の費用は、共通仮設費
率、現場管理費率、一般管理費率
の諸経費計算の対象外で積算して
いると考えて宜しいでしょうか。

お見込のとおりです。

32. 本工事費内訳書「C-13号 大気
測定 ダイオキシン類、水銀、ひ
素」について、それぞれの単価又
は出典元をご教示願います。

刊行本の単価を計上しています。
なお、単価の事前公表は行ってい
ません。

28. 本工事費内訳書「B-5号 周辺
環境に係る調査分析費 工事前、工
事中、工事後」のうち、「一般環
境測定 1式」について、1式計上さ
れた内容、数量、回数、規格等の
積算条件をご教示願います。

仕様書に記載の内容で、20か月常
時測定の見積価格です。

29. 本工事費内訳書「B-6号 安全
対策に係る調査分析費 解析設備及
び作業環境」について、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類
（含有）試験から集じん設備口測
定までの7項目は、共通仮設費率、
現場管理費率、一般管理費率の諸
経費計算の対象外で積算している
と考えて宜しいでしょうか。

お見込のとおりです。
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5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

39. 本工事費内訳書「C-21号 集じ
ん設備口測定」のうち、「設置撤
去費 5回」について、設置撤去費
の単価の出展元又は積算で採用し
た単価をご教示願います。

見積価格です。なお、単価の事前
公表は行っていません。

36. 本工事費内訳書「C-19号 作業
環境測定 ダイオキシン類、粉じ
ん」のうち、「ばいじん 1検体」
について、ばいじんの単価の出展
元は、建設物価掲載のばい煙測定
分析（サンプリング費用含む）の
ばいじんの単価を採用していると
考えて宜しいでしょうか。異なる
場合、ばいじんの単価の出展元を
ご教示願います。

複数の刊行本の平均単価を採用し
ています。

37. 本工事費内訳書「C-20号 作業
環境測定 アスベスト」のうち、
「アスベスト 1検体」について、
単価の出展元又は積算で採用した
単価をご教示願います。

見積価格との比較により刊行本の
他の分析単価を採用しています。
なお、単価の事前公表は行ってい
ません。

38. 本工事費内訳書「C-21号 集じ
ん設備口測定」のうち、「計測器
及びモニタリング装置 1式」につ
いて、モニタリング装置の単価の
出展元又は積算で採用した単価を
ご教示願います。

見積価格です。なお、単価の事前
公表は行っていません。

34. 本工事費内訳書「C-16号 水路
水質 水質基準に関する項目」のう
ち、「大腸菌群数 1検体」につい
て、積算で採用した単価は、「大
腸菌群数（計数法）」もしくは、
「大腸菌群数（最確数法）
」のどちらを採用したのかご教示
願います。異なる場合、大腸菌群
数単価の出展元をご教示願いま
す。

計数法です。

35. 本工事費内訳書「C-19号 作業
環境測定 ダイオキシン類、粉じ
ん」のうち、「ダイオキシン類分
析 1検体」について、ダイオキシ
ン類分析単価の出展元は、建設物
価掲載のばい煙測定分析（サンプ
リング費用含む）の単価を採用し
ていると考えて宜しいでしょう
か。異なる場合、ダイオキシン類
分析単価の出展元をご教示願いま
す。

お見込のとおりです。
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5月25日

5月25日

5月26日

5月26日

5月26日

5月26日

45. 仕様書P.30「3.環境調査等
（表.一般環境測定）」について、
一般環境モニタリングの測定箇所
は場内1箇所でよろしいでしょう
か。

ご質問の箇所は1箇所としておりま
すが、仕様書P.30、表上段記載文
の「なお書き」の対応が生じる場
合があります。

42. 環境省通知「平成26 年2月3日
環廃産第1402031号 建築物の解体
時における残置物の取扱いについ
て」より、残留ごみ・残留灰・そ
の他残置物等は一般廃棄物に該当
し、その処理責任者は建築物所有
者にあるとされております。着工
時にはこれら残置物は無いものと
考えてよろしいでしょうか。ま
た、工事中に残置物が発見された
際には、組合にて引き取りを行っ
ていただけますでしょうか。

全ての残留物を撤去することは、
不可能と考えており、状況により
仕様書P.1「2.変更・精算（1）組
合からの指示等による工種の追
加」により対応することになりま
す。ただ、各設備内に残留する
「焼却灰」、「飛灰」及び設備に
付随するものについては、ご質問
の環境省通知には該当しないもの
と判断しております。

43. 仕様書P.21「1.事前調査結
果」について、外壁の塗材に含有
されているアスベストは、主材・
下地調整材のどちらに含有されて
いますでしょうか。

コンクリート打放上が下地調整塗
材に、ALC板上が主材に含有してい
るのを確認しています。

44. 仕様書P.27「（4）作業環境に
示す対象エリア」の各室が、施工
計画において設定した同一管理区
域内にある場合は、その管理区域
内において1回(1検体)と考えて宜
しいでしょうか。

仕様書P.25（4）作業環境の表中に
記載のとおり「1 回以上適宜」と
しており、表下に記載の事項を含
めて対応することになるため、現
時点で断定はできません。

40. 本工事費内訳書「C-22号 埋戻
し土調査分析」について、前処理
費からﾀﾞｲｵｷｼﾝ類（溶出、含有）試
験までの29項目は、共通仮設費
率、現場管理費率、一般管理費率
の諸経費計算の対象外で積算して
いると考えて宜しいでしょうか。

お見込のとおりです。

41. 本工事費内訳書「C-24号 交通
誘導警備員B 工事ヤード」及び
「C-25号 交通誘導警備員B 交通規
制時」について、積算で見込んで
いる交通誘導警備員Bの数量をご教
示願います。

488日の期間で1名、52日の期間で3
名の体制で計上しています。
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5月26日

5月26日

5月26日

5月29日

5月29日

5月29日

5月29日

51．＜本工事内訳書＞「A-13号安
全費」に示される「交通誘導員Ｂ1
現場」において、設計で見込まれ
ている人数をお示しください。

488日の期間で1名、52日の期間で3
名の体制で計上しています。

52．＜本工事内訳書＞「A-14号共
通仮設費」に示される別紙共通仮
設費計算書の内容をお示しくださ
い。

国土交通省大臣官房官庁営繕部の
公共建築工事共通費積算基準に基
づいて算出しています。その内容
をご確認ください。

48. 本工事費内訳書「A-10号 改修
整備工事」のうち、「立入防止
フェンス補修」及び「門扉設置」
について、決まっている仕様、規
格、数量等をご教示願います。

人力により開閉可能なもので、仮
設ではなく、施錠管理により人及
び車両が敷地内に侵入することが
出来ない程度のものを想定してお
ります。

49．＜本工事内訳書＞「A-7号集積
運搬処理処分費」に示される「特
別管理産業廃棄物運搬費、処分費
1式」において、設計で見込まれて
いる数量をお示しください。

特別管理産業廃棄物の集積運搬費
と処分費は、見積価格を採用して
います。見積企業による一式見積
であるため、数量はありません。

50．＜本工事内訳書＞「A-12号労
務者輸送費」に示される別紙共通
仮設費計算書の内容をお示しくだ
さい。

環境省の循環型社会形成推進交付
金交付取扱要領に基づいて算出し
ています。その内容をご確認くだ
さい。

46. 仕様書P.1「1.仕様書の適用範
囲」について、性能発注方式にお
いて本工事内訳書の数量に対する
減額の精算はありますでしょう
か。また、実施設計時に提出する
内訳書に対する増減精算をお考え
でしょうか。

仕様書P.1「2.変更・精算」に記載
の事項に該当する場合、ご質問の
精算等を行うことになります。例
えば「（2）本仕様書を下回った設
計及び施工となった場合」の例と
して、仕様書P.3「1.解体撤去すべ
き施設概要」に記載の基礎杭の引
抜が何らかの理由で対処できな
かった場合、精算等の対象となり
ます。

47. 仕様書P.1「2.変更・精算
（2）本仕様書を下回った設計及び
施工となった場合」とは、仕様書
の内容についてであり本工事内訳
書の内容及び数量ではないと考え
てよろしいでしょうか。

お見込のとおりです。
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5月29日

5月29日

5月29日

54．＜仕様書＞
２.変更・精算
「次の場合は、前項の定めに依ら
ず変更または精算を行うものとす
る。（2）本仕様書を下回った設計
及び施工となった場合」とありま
すが、「仕様書を下回る」とは
「要求水準や性能が下回る」事で
あり、「数量の増減は含まれな
い」と考えてよろしいでしょう
か。
（例えば、設計内訳書に示される
数量が１式ではなく、具体的な数
量が示されている産廃処分費や埋
戻し整地工事等）

仕様書P.1「2.変更・精算」、
「（2）本仕様書を下回った設計及
び施工となった場合」とは、仕様
書に明記している水準を下回った
場合であり、例えば仕様書P.3「1.
解体撤去すべき施設概要」に記載
の基礎杭の引抜が何らかの理由で
対処できなかった場合、精算等の
対象となります。但し、設計内訳
書の数量の扱いについては、ご質
問の括弧書きのとおりです。

55．＜仕様書＞
２.変更・精算
「アスベスト対策工事」に関して

は「令和３年４月施行　改正⽯綿

障害予防規則」で「施工業者に実
施が義務付けられている石綿の事
前調査追加調査の結果、石綿が使
用されていることが明らかになっ
た場合は、石綿除去等の工事に必
要な費用等を含めた発注条件につ
いて、施工業者が法令を遵守して
工事ができるよう配慮すること」
が定められています。追加調査や
追加工事が発生した場合は、変更
が認められると考えてよろしいで
しょうか。（添付資料あり）

本件施設でのアスベスト調査は、
平成18年度と令和4年度に発注した
業務委託で実施しており、組合と
しては専門の調査機関による2回の
調査で確認した以外に、アスベス
トの含有は無いものと判断してお
ります。しかしながら、新たに別
の部位で検出されるに至った場合
は、昨年度の調査が不十分なもの
であると判断した上で、ご質問の
対処が必要をなると考えておりま
す。

53．＜仕様書＞
第1 章 総 則
1.１．仕様書の適用範囲
「組合は、本工事を設計付施工契
約方式（性能発注方式）により発
注する。また、本仕様書に定めの
ない事項で本工事に必要となる場
合は、工事受注者の調査設計の
下、施工しなければならない。こ
の場合、変更・追加に伴う契約金
額の変更（増額）は行わないもの
とする。」とありますが、「性能
発注方式」とは「発注者が達成す
べき要求水準や性能を規定し、こ
れらを達成する手順や方法につい
ては受注者側に委ねる方式」と考
えてよろしいでしょうか。

お見込のとおりです。
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5月29日

5月29日

5月29日

5月29日

5月29日

60．申請時に提出した配置予定技
術者については、参加条件を満た
す者であれば本契約時に変更可能
でしょうか。ご教示下さい。

可能です。

57．＜仕様書＞
２.変更・精算
スクラップ重量の示されていない
「解体プラント機器１式」につい
ては、変更対象外と考えてよろし
いでしょうか。

お見込のとおりです。

58．仕様書P24
　第５章第１節１．周辺の環境対
策計画（１）
汚染水の処理で「解体工事エリア
内の降雨による雨水は、解体作業
で使用した汚水と交わっていない
ことを確認し濁水処理後に放流す
る。」とありますが、雨水は濁水
処理設備を導入して処理後に放流
しなければならないという理解で
よろしいでしょうか。

仕様書で記載のとおり、解体作業
で使用した汚水と交わっていない
ことが確認できれば、濁水状態を
改善し放流できるとしておりま
す。従いまして、濁水状態で放流
を行ってはいけないということで
す。

59．仕様書P30
第７章第１節３．環境調査等一般
環境測定の風向風速、気温湿度、
騒音、信号、浮遊粒子状物質を敷
地境界で常時測定しますが、常時
測定する箇所数をご教授くださ
い。また、埋戻し土の分析頻度が
900㎥ごととありますが、平成31年
環境省告示第６号に則った分析頻
度（購入箇所の汚染のおそれによ
る）でよろしいでしょうか。

ご質問の箇所は1箇所としておりま
すが、仕様書P.30、表上段記載文
の「なお書き」の対応が生じる場
合があります。
埋戻し土の分析頻度については、
平成31 年１月環境省告示第６号に
おいて、搬入土の汚染のおそれの
区分に応じた調査頻度を定めた
「通知の記の第４の１(6)⑥ウ」に
よるものですが、調査内容は仕様
書のとおりです。

56．＜仕様書＞
２.変更・精算
「（5）本工事による有価材の処分
について、工事着手前に提出する
実施設計図書と工事完了に伴い提
出する出来高調書と比較して、有
価材の処分量の出来高が実施設計
より多くなった場合」とあります
が、「多い場合は減額する」ので
あれば、設計図書に示された数量
で入札に望んだ業者にとって「少
ない場合は増額」の対象となりま
すか。ご検討をお願いいたしま
す。

仕様書P.1「2.変更・精算」による
有価材の扱いについては、処分す
る数量の適正な管理を求めるため
規定したもので、増額の判断は現
時点で出来るものではないと判断
しております。
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